
企
業
の
社
会
環
境
に
大
変
革

が
起
き
て
い
ま
す
。

新
し
い
事
業
領
域
、
新
分
野
へ

の
指
向
の
必
要
性
は
企
業
の
75

％
に
上
り
ま
す
。
常
に
ア
ン
テ

ナ
を
出
せ
ば
何
か
拾
う
は
ず
。

後
は
行
動
で
す
。
や
っ
て
み
な

け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。

多
く
の
企
業
は
地
域
で
雇
用

を
確
保
す
る
使
命
を
感
じ
、
政

治
情
勢
に
強
い
不
信
感
を
感
じ

て
い
ま
す
。

業
界
や
業
種
、
政
治
の
せ
い
に

し
て
も
何
も
始
り
ま
せ
ん
。

１
，
景
気
が
好
況
で
も
不
況
で

も
常
に
黒
字
の
“
景
気
創
造
型

企
業
”

２
，
景
気
が
好
況
だ
と
黒
字
だ

が
、
不
況
だ
と
赤
字
に
な
る

“
景
気
連
動
型
”

３
，
景
気
が
好
況
で
も
不
況
で

も
赤
字
で
、
利
益
を
出
せ
な
い

“
限
界
型
企
業
”

こ
の
３
つ
を
現
在
の
日
本
企

業
に
当
て
は
め
る
と
、
実
に

「
２
：
２
：
６
」
の
割
合
で
示

せ
る
と
い
い
ま
す
。

問
題
は
、
20
年
前
に
は
こ
の
割

合
が
、
２
：
６
：
２
だ
っ
た
こ

と
で
す
。

問
題
は
「
景
気
連
動
型
企
業
が

こ
こ
20
年
で
減
少
し
、
好
況
不

況
に
関
係
な
く
社
会
の
評
価
を

得
ら
れ
な
い
企
業
が
増
え
て
い

る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
現
在
の
日
本
は
、
景

気
連
動
型
企
業
と
限
界
型
企
業

が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
「
元

気
を
取
り
戻
さ
な

い
限
り
、
た
と
え

消
費
税
率
を
ど
れ

だ
け
引
き
上
げ
て

も
景
気
の
回
復
は

で
き
な
い
」
と
断

言
で
き
る
。

「
元
気
が
な
い
企
業
」
に
共
通

す
る
（
１
）
景
気
（
２
）
業
種

（
３
）
企
業
規
模
（
４
）
立
地

条
件
（
５
）
大
企
業
の
存
在
、

の
５
つ
に
対
す
る
誤
解
と
錯
覚
、

変
わ
ろ
う
と
し
な
い
、
考
え
続

け
な
い
体
質
で
甘
え
を
持
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

逆
に
言
え
ば
、
上
位
２
割
の

景
気
創
造
型
企
業
は
５
つ
に
挙

げ
ら
れ
る
よ
う
な
条
件
が
あ
っ

て
も
、
営
業
利
益
を
出
し
続
け

て
い
る
。

○
戦
い
の
最
中
、
聞
こ
え
ざ
る

声
を
素
直
に
聞
き
、
見
え
な
い

も
の
を
見
、
即
断
即
行
。

○
修
練
の
積
み
重
ね
の
中
か
ら

生
ま
れ
る
カ
ン
は
、
科
学
で
は

及
ば
ぬ
ほ
ど
の
正
確
さ
と
的
確

さ
を
持
っ
て
い
る
。

○
成
功
を
邪
魔
す
る
の
は
、
結

局
は
自
分
自
身
。
世
間
は
誰
れ

一
人
と
し
て
邪
魔
は
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
三
つ
は
松
下
翁
語

録
の
抜
粋
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
復
活
の
要
因
は

リ
ス
ト
ラ
で
す
。
選
択
肢
は

そ
れ
し
か
な
い
の
か
？
。

液
晶
Ｔ
Ｖ
が
隣
国
に
敗
北

し
た
要
因
は
、
リ
ス
ト
ラ
の

結
果
で
す
。
金
融
資
本
の
冷

徹
な
論
理
が
働
き
、
欧
米
の

流
儀
で
社
員
に
経
営
責
任
を

取
ら
せ
た
の
で
す
。

希
望
退
職
は
本
来
辞
め
て
ほ

し
く
な
い
人
材
を
失
う
。
優
秀

な
人
材
を
ゴ
ミ
扱
い
、
リ
ス
ト

ラ
技
術
者
の
報
復
で
す
。

「
天
網
恢
々
疎
に
し
て
漏
ら
さ

ず
」
綺
麗
な
ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果

の
本
社
危
機
、
首
を
絞
め
た
。

当
然
の
報
い
で
す
。

次
は
野
田
政
権
リ
ス
ト
ラ
で
す
？
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我
が
国
の
歴
代
政
権
は
、
す
さ
ま

じ
い
衰
退
を
招
き
入
れ
、
国
民
に
我

慢
を
強
い
て
い
ま
す
。

第
四
次
世
界
大
戦
争
の
国
家
の
敗

北
で
す
。

こ
れ
は
気
概
な
き
、
卑
し
い

歴
代
政
権
の
売
国
者
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

欧
米
の
為
替
に
見
る
円
を
食
い
物

に
、
次
は
中
国
の
食
い
物
に
な
る
の

は
当
然
の
帰
結
か
。

米
財
務
省
の
道
化
師
、
野
田
総
理

は
Ｔ
Ｖ
で
眼
は
虚
ろ
で
視
点
が
さ
迷

い
、
世
界
の
竜
虎
に
対
峙
す
る
気
概

自
体
、
全
く
見
え
て
来
な
い
。
顔
は

で
か
い
が
、
タ
マ
は
小
さ
い
。

修
羅
場
の
経
験
も
な
い
米
の
道
化
師

に
見
え
て
き
ま
す
。

世
界

強
の
文
化
と
、
国
民
力
の

強
み
を
生
か
す
。
こ
れ
し
か
欧
米
と

中
国
に
立
ち
向
か
え
ま
せ
ん
。

食
料
を
米
に
奪
わ
れ
て
何
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
。

オ
バ
マ
の
提
灯
持
ち
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
首

を
差
出
し
押
切
ら
れ
る
。

古
代
の
鉄
と
火
薬
、
現
代
の
原
潜

と
核
は
同
種
で
す
。

日
本
は
資
源
は
人
、
文
化
と
科

学
技
術
で
し
か
地
上
に
生
き
残

れ
な
い
と
思
う
。

主
宰
国
の

も
「
得

意
は
戦
争
」
で
す
。

日
本
は
「
力
は
正
義
」

の
従
属
国
で
す
。


